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平成26年

月号
168

１

不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

新年明けましておめでとう
ございます。今年もどうぞ
よろしくお願いします。

　12 月の全国発酵食品サミットはお
おいに盛り上がり、シンポジウムには
立ち見が出るほどでした。発酵食品は、
生きた菌を食べるので、健康にもよい
し美容にもよいのだとか。特に発見が
あったのは、酒の飲みすぎは体によく
ないが、適量なら、むしろ健康によい
という話。年始には飲む機会が多くな
りますが、適量と言い聞かせ？おいし
く味わいたいと思います。（Ｓ）

　
市
内
か
ら
国
道
１
６
１
号
を
通
っ
て

南
へ
向
か
う
と
、
大
津
市
に
入
る
少
し

前
の
左
手
に
広
が
る
琵
琶
湖
中
に
、
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
、
有
名
な
白
鬚
神
社

の
朱
塗
り
の
大
鳥
居
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
現
在
の
鳥
居
は
、
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
）
に
、
琵
琶
湖
総
合
開
発

の
補
償
事
業
で
、
国
道
端
か
ら
58
・
２

メ
ー
ト
ル
沖
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
高
さ
が
湖
面
か
ら
12
メ
ー
ト
ル
、

柱
幅
は
７・
８
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大

な
も
の
で
、
湖
中
に
そ
び
え
立
つ
鳥
居

の
背
後
に
、
琵
琶
湖
最
大
の
島
で
あ
る

沖
ノ
島
が
う
っ
す
ら
と
浮
か
ぶ
美
し
い

光
景
は
、
高
島
市
を
代
表
す
る
景
観
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
特
に
、
琵
琶
湖

側
か
ら
太
陽
が
昇
る
日
の
出
の
時
間
帯

や
、
湖
面
と
鳥
居
が
青
空
に
映
え
る
季

節
に
は
、
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

湖
岸
に
並
ぶ
姿
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、水
面
に
浮
か
ぶ
鳥
居
の
姿
は
、

広
島
県
廿は
つ
か
い
ち

日
市
市
宮
島
町
の
厳
島
神
社

を
連
想
さ
せ
、「
近
畿
の
厳
島
」
と
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

白
鬚
神
社
の
湖
中
大
鳥
居

白
鬚
神
社
の
湖
中
大
鳥
居

日
付
が
入
っ
た
「
鳥
居
復
興
碑
」
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
白
鬚
神
社
の

鳥
居
は
古
く
か
ら
湖
水
の
増
減
に
よ
っ

て
見
え
隠
れ
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
小
西
久
兵
衛
が

そ
の
伝
承
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た

め
、
鳥
居
の
復
興
を
思
い
立
ち
、
単
身

で
寄
進
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
神
社
に
伝
わ
る
縁
起
に
よ
る
と
、
鳥

居
は
室
町
時
代
後
期
、天
下
の
変
災（
大

規
模
な
災
害
）
の
前
兆
と
し
て
社
前
の

湖
中
に
突
然
姿
を
現
し
た
と
さ
れ
、
他

の
記
録
か
ら
も
、
江
戸
時
代
中
期
に
は

白
鬚
神
社
の
鳥
居
が
既
に
湖
中
に
建
っ

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
最
初
の
正
確
な
建
立
年
代
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
白
鬚
神
社
は
、
祭
神
を
猿
さ
る
た
ひ
こ
と
の
み
こ
と

田
彦
命
と

す
る
古
社
で
、
縁
起
に
よ
れ
ば
、
垂す
い

仁に
ん

天
皇
25
年
に
倭
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
に
よ
り
社
殿
が

造
営
さ
れ
、
奈
良
時
代
に
は
天
皇
家
か

ら
の
崇す
う
敬け
い
を
う
け
「
比ひ
ら
み
ょ
う
じ
ん

良
明
神
」
の
号

を
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
の

名
称
と
な
っ
て
い
る
白
鬚
明
神
は
、
延

命
長
寿
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在

　
現
在
の
鳥
居
が
建
立
さ
れ
る
以
前
に

湖
中
に
建
っ
て
い
た
鳥
居
は
、
昭
和
12

年
（
１
９
３
７
）
に
小
西
久
兵
衛
と
い

う
人
物
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
鳥
居
で
す
。
写

真（
左
）の
建
設
中
の
鳥
居
が
そ
れ
で
、

江
若
鉄
道
が
湖
西
を
走
っ
て
い
た
時
代

は
、
こ
の
鳥
居
と
社
殿
の
間
に
線
路
が

通
っ
て
い
て
、
湖
岸
を
走
る
江
若
鉄
道

車
両
と
湖
中
の
鳥
居
を
撮
影
し
た
写
真

等
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
進
を
し
た
小
西
久
兵
衛
と
い
う
人

物
は
、
大
阪
道
修
町
の
薬
問
屋
で
、
現

在
も
神
社
境
内
に
は
昭
和
12
年
10
月
の建設中の大鳥居（昭和 12 年）

も
全
国
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
集
ま
り

ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
社
殿
は
、
豊
臣
秀
吉

の
遺
命
に
よ
り
、
息
子
の
秀
頼
が
家

臣
の
片か
た
ぎ
り
か
つ
も
と

桐
且
元
を
奉
行
と
し
て
慶
長

８
年
（
１
６
０
３
）
に
造
営
し
た
も

の
で
、
こ
れ
は
桃
山
時
代
の
神
社
建

築
を
伝
え
る
貴
重
な
建
造
物
と
し
て
、

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
に
は
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７ 

の
み
こ
と


